
第３章 河川施設の機能喪失リスクを低減するための対応方策

（４）施設マネジメントの実施に当たって重視すべき観点

①更新・改築・増強に対して求める観点
(リダンダンシー・メンテナビリティ等)
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更新・改築・増強に求める観点
(リダンダンシー・メンテナビリティ等)について



「更新・改築・増強に対して求める観点」 についてのご意見

1

■リダンダンシーの向上
・更新・改築・増強にあたっては、単純な設備のリプレイスにとどまらず、

一部設備の故障や操作不能が施設全体の機能喪失につながらない構成とする
ことが重要

・更新時には施設全体としての余力確保､多層的な冗長性確保（予備機･予備品、
可搬設備・排水ポンプ車・仮設電源、系統二重化、複数操作の併用等）、高
速ポンプ導入、ポンプの二重化等による機能維持が必要。また、急所施設で
はN+1の考え方（予備機導入等）を基本に置くことが必要

・大規模停電時には自重降下だけでなく、河川水位低下後の内水排除のための
開操作機能（フラップゲート化、手動油圧ジャッキ等）も想定被害に応じて
検討する

・長時間洪水に対応するため、燃料保管量の増加、浸水下でも燃料補給可能な
ルート確保が必要

・個別施設だけでなく､同一水系･地域内の施設群や可搬設備の広域運用、流域
治水施策との連携も視野に入れ、広域的に冗長性を確保していくことが重要



「更新・改築・増強に対して求める観点」 についてのご意見

2

■メンテナビリティの向上
・点検・補修がしやすい機器構成へ変更する（例：ガスタービン→ディーゼ

ル）。また、汎用品・標準品・国内調達可能な機器へ転換していく
・燃料費の高騰に影響を受けづらく、他設備との統合管理がしやすくなるよ

うに、主原動機を電動化していく
・部品の耐食性向上などを行い、維持管理負担を軽減する
・フラップゲートなどにより無動力化を推進し、維持管理負担と出水時の

人的負担を軽減する
・部品交換や点検が必要な箇所へのアクセスを容易にできる構造を採用し、

ロボット等の点検を前提とした仕様でシステムを構築する
・AIによる傾向管理・故障予知、IOTによる常時データ取得等、故障予知技術

の精度を上げることで、軽微な段階で保全を実施し、修繕コストと復旧期
間の低減を図る

■その他
・将来の降雨・高潮・外水位等の変化を踏まえて施設能力を見直す。
・能力増強は外水や流域治水の貯留･遊水機能､内外水一体運用と整合させる
・将来の段階的増強に備え、増設スペース・基礎・電源・用地を確保する
・統廃合の判定基準や検討義務化、協議体・予算・制度を整え、統廃合可能

な流域を特定する
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○ 更新・改築を機に、機能アップによる施設全体の余力確保を図る。

排水ポンプの更新に併せて、従来型のポンプから高速化したポンプに変更することで、ポンプ１台当たりの流量をアップ
し、施設全体の余力を確保

事例）ポンプの高速化による冗長性の確保

更新・改築・増強に対して求める観点【機能向上】（リダンダンシー・冗長性）



事例）コラム型水中ポンプ設備を予備機として設置 事例）予備機（ガスタービン）の導入

主ポンプ故障時の代替機能として、排水ポンプ車での対応が
厳しい場合等については、コラム型水中ポンプを予備機とし
て導入する。
なお、現地にはコラムパイプ、排水管を設置し、ポンプユニッ
ト、発電機、操作盤については、複数施設間で共有する。

更新・改築・増強に対して求める観点【機能向上】（リダンダンシー・冗長性）

【ポンプ設備概略図】

故障

予備機の確保（ガスタービン本体）

排水機場内にガスタービンの予備機を確保する
ことにより、故障時において予備機に切り替える

対応が可能となり早期復旧が実現できる。
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○ 更新・改築時に、コラム型水中ポンプを予備機として導入するにより、リダンダンシー向上を図る。
○ 調達に時間を要する機器を予備品として保管することにより、リダンダンシー向上を図る。



従来）流域内の排水機場が運転停止した場合
、バックアップ能力がないため浸水被害発生。

今後）流域内での運転停止を想定し、更新時
に機能を増強し、浸水被害を抑制する。
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○ 同一水系・地域内の施設群や可搬設備の広域運用、流域治水施策との連携を推進する。
○ 個別施設だけでなく、広域的に冗長性を確保していく。
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更新・改築・増強に対して求める観点【機能向上】（リダンダンシー・冗長性）



事例：（ポンプ設備）主原動機の形式変更

変更前（ガスタービン） 変更後（ディーゼル）

主原動機の形式をガスタービンエンジンから点検・補修等の
対応が容易なディーゼルエンジンに変更する。

事例：（ポンプ設備）部品の材質変更

主ポンプの羽根車（インペラ）の材質を耐食性に優れるステン
レス製に変更する。

材質変更前（鋳鉄製） 材質変更後（SUS製）

事例：（ポンプ設備）主原動機の電動化

ディーゼルエンジンやガスタービンエンジンを用いた内燃機関の
主原動機を電動化し、部品点数が少ない駆動方式へ変更する。

変更前（内燃機関） 変更後（電動機）

＜イメージ例＞

事例：（ゲート設備）無動力化

ガスタービン

ディーゼル

動力式ゲートを無動力式ゲートに簡略化し、部品点数が少な
い構造へ変更する。

樋管ゲートの無動力化（フラップ化）
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○ 点検・補修・更新が容易となる構造・設備方式への転換を基本とする。
○ 設備の簡素化、系統整理、段階更新が可能な構成等により、将来の維持管理負担を軽減する。

＜機械設備の例＞

更新・改築・増強に対して求める観点【機能向上】 （メンテナビリティ）



更新・改築・増強に対して求める観点【機能向上】 （省人化）

○ 更新に合わせて、省人化（自動化・操作支援）を容易にする構造等を組み込む。
○ 自動操作、遠隔操作化により、操作員の常時対応不要や、夜間・出水時の人的に対応削減が期待できる。

7



更新・改築・増強に対して求める観点【機能向上】 （その他）

・AIを活用した機械設備の傾向管理（研究開発中）

・設備点検へのロボットの活用実証

令和8年5月に九州地整と合同で実際の年次点検で四足
歩行ロボットを試行的導入。(内田川排水機場(熊本))
作業員とロボットの共働作業について検証を予定。

故障検知AI
寿命予測AI

故障予測
寿命予測

時期・間隔の適正化
• 施設点検
• 器材更新

故障予兆検知・寿命予測

過去・疑似デ
ータ

リアルタイム
データ

排水ポンプ設備

IoT
センサーデータ

正常値異常値

疑似異常値

異常データ生成

生成AI

ポンプ主軸
渦電流変位計

物理モデル

ＡＩモニタリングシステムの研究開発イメージ

排水ポンプに設置した運転
データ（温度・振動など）を
蓄積し、データ解析から
異常故障検知するAIモデル
を開発中
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○ 点検の効率化等に寄与する、 新技術（AIやロボット等）を活用しやすい構造等を採用



更新・改築・増強に対して求める観点【機能向上】 （その他）
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○ 将来の降雨・高潮・外水位等の変化を踏まえて施設能力を見直す。
○ 能力増強は外水や流域治水の貯留・遊水機能、内外水一体運用と整合させる

出典）第３回気候変動を踏まえた水災害対策検討小委員会 配布資料



更新・改築・増強に対して求める観点【機能向上】 （その他）
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○ 統廃合の判定基準や検討義務化、協議体・予算・制度を整え、統廃合可能な流域を特定する

出典）インフラの集約・再編等の推進に向けた【分野横断】事例集

・河川分野以外での参考事例



「更新・改築・増強に対して求める観点」 の記載案
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「更新・改築・増強に対して求める観点」 の記載案
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「更新・改築・増強に対して求める観点」 の記載案
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